
「CNCIグループ×中日ドラゴンズ×中日新聞社」のSDGｓ活動

未来へつなごう みんなでつくるSDGs 

CNCIグループと中日ドラゴンズ、中日新聞社が手を組み、地域に寄り添い、共に歩む企業として「誰一人取り

残さない」を目標としたSDGsの活動をはじめます。今回スタートさせるのは、家庭で余っている食品を集めて、

地域の児童福祉施設やひとり親家庭などに届ける「フードドライブ活動」と中日ドラゴンズの「折れたバットから

キーホルダーにアップサイクルする活動」です。またひとり親家庭のお子さんと親御さん10組20名を3月19日

の野球観戦にご招待します。

日 時／2023年3月19日（日） 試合開始14：00～ 東北楽天ゴールデンイーグルス戦 オープン戦

募 集／①3月19日の始球式参加者1名（1組2名様ご招待）

②野球観戦と折れたバットでキーホルダーづくりに参加する小学生30名（小学生と保護者30組60名様）

③野球観戦（99組１９８名様）

④ひとり親家庭のお子さんと保護者の方を野球観戦ご招待（10組20名様）

応 募／「未来へつなごう みんなでつくるSDGs」（無料ご招待）へ参加希望の方は、郵便はがきまたは応募ページ

からご応募ください。

郵便はがき宛先：〒461-8636 (株）コミュニティネットワークセンター 中日参加者募集係 ※住所不要

応募ページ： https://www.cnci.co.jp/cnci-present/channel/

※①～③までを一般公募し、応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。

※④ひとり親家庭のお子さんと保護者の方のご招待は、「社会福祉法人愛知県母子寡婦福祉連合会」を

通じて募集いたします。

参加費／無料

締 切／３月１２日（日）必着

野球観戦＆始球式＆折れたバットでキーホルダーづくり ご招待 （計140組280名）

PRESS RELEACE 2023年３月１日

「折れたバットでキーホルダーを作ろう」ワークショップ

中日ドラゴンズの選手が使った
折れたバット

サンドペーパーで磨いて
チェーンをつけて絵を描きます

アップサイクル

捨ててしまう折れたバットから、世界で一つの思い出に残るキーホルダーを作ります！
参加する小学生には、捨ててしまうものに新たな命を吹き込むアップサイクル活動の
意味を伝え、SDGｓについて考える機会を提供します。

【日時】
2023年3月19日（日）
12：00～13：00

【場所】
イオンモールナゴヤドーム前
2F特設スペース（INGNI前）

https://www.cnci.co.jp/cnci-present/channel/


イオンモールナゴヤドーム前2階の特設ブースにて、フードドライブを実施します。

当日、野球観戦の入場者や近隣の方々にも食品の寄付にご協力をお願いします。

集めた食品はセカンドハーベスト名古屋、愛知県母子寡婦福祉連合会、

中日新聞社会事業団と連携して、ひとり親家庭や子ども食堂、児童福祉施設の子どもたちに届けます。

日 時／2023年3月19日（日） １１：３０～１５：３０

場 所／ イオンモールナゴヤドーム前 ２F特設受付（INGNI横）

※当日、場内へは缶類・ビン類などの持ち込みができません。ご入場の前に必ずフードドライブ特設ブースまでお持ちください。

※受け入れ可能な食品以外は、受付できません。その食品などをお持ちの場合、球場に入れない場合がございますので、

必ず受け入れ可能な食品かどうかを確認いただき、特設ブースまでお持ちください。

3月19日 イオンモールナゴヤドーム前でフードドライブを行います

受け入れ可能な食品

●レトルト食品・インスタント食品（ごはん、アルファ米、カレー、シチュー、カップめん等）
●缶詰（魚、佃煮、フルーツ等）
●パスタ、乾麺等
●調味料
●粉ミルク他、乳幼児食品
●お菓子

条 件

●賞味期限（要明記）が１ヶ月以上（202３年５月以降）のもの
●未開封の食品
●成分表示がある食品
●常温保存できる食品

※酒・たばこ類、生鮮食品（生肉、生魚、生野菜など）、冷蔵・冷凍食品、手作り品、賞味期限の表記がないもの、開封済みのもの、
商品説明が外国語のみで内容が簡易に判別できないものは受付できません。

フードドライブ
活動とは？

家庭で余っている食材を
集めて、食品を必要として
いるひとり親家庭や児童
福祉施設、子ども食堂な
どに寄付する活動です。

主催／未来へつなごう みんなでつくるSDGs実行委員会（CNCIグループ、中日新聞社）

【CNCIグループ】
株式会社キャッチネットワーク、知多メディアスネットワーク株式会社、知多半島ケーブルネットワーク株式会社、
ＣＣＮｅｔ株式会社、ひまわりネットワーク株式会社、おりべネットワーク株式会社、株式会社ケーブルテレビ可児、
シーシーエヌ株式会社、三河湾ネットワーク株式会社、スターキャット・ケーブルネットワーク株式会社、
グリーンシティケーブルテレビ株式会社

協力／中日ドラゴンズ、認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋、愛知県母子寡婦福祉連合会、
中日新聞社会事業団、株式会社トーガシ、愛知学院大学健康科学部健康科学科、
イオンモールナゴヤドーム前

本件に関するお問い合わせは

株式会社コミュニティネットワークセンター 営業本部 （名古屋市東区東桜1‐3‐10 東桜第一ビル10階）

TEL ０５２－９５５－５１６２ 担当／前田・都築 mail／alliance@cnci.co.jp

中日新聞社 広告局広告1部 （名古屋市中区三の丸1‐6‐1）

TEL ０５２－２２１－０６８７ 担当／大谷・岡庭 mail／ootani.t@chunichi.co.jp

CNCIグループのSDGsの取り組みはこちら → https://www.cnci.co.jp/sdgs/


	スライド 1
	スライド 2

